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異常気象分析検討会の検討結果の概要 

～ 平成 22 年（2010 年）夏の極端な高温をもたらした要因の分析 ～ 

 
 標記を対象とした異常気象分析検討会を開催し、今夏（2010 年６～８月）の

日本の極端な高温をもたらした大規模な大気の流れについて、その要因を分析

し、以下の見解をまとめました。 
 
１．天候の特徴 
・ 2010 年夏（６～８月）の日本の平均気温*は、統計を開始した 1898 年以降

で最も高くなりました。 

・ また、夏の地域平均気温は、統計を開始した 1946 年以降で、北・東日本は

第１位、西日本は第４位の高い記録となりました。 

・ ８月の地域平均気温は、統計を開始した 1946 年以降で、北～西日本は第１

位となりました。 

*日本の平均気温の平年差の算出にあたっては、長期間にわたる気温観測データが存在し、都市化によ

る影響が少ない次の 17 地点の気象観測所を日本の平均気温算出地点として採用しています。  
網走、根室、寿都（すっつ）、山形、石巻、伏木（高岡市）、長野、水戸、  

飯田、銚子、境、浜田、彦根、宮崎、多度津、名瀬、石垣島  

 
２．大気の流れの特徴と要因（第１図） 
① 北半球中緯度の対流圏の気温は、1979 年以降の夏（６～８月）で最も高く

なりました。 
【要因】 

対流圏の気温は、エルニーニョ現象終了後に全球的に上昇し、高い状態が

数カ月続くことがわかっています。また、ラニーニャ現象が発生している夏

は、北半球中緯度の気温が高くなる傾向があります。2010 年は、春にエル

ニーニョ現象が終息し、夏にラニーニャ現象が発生しました。このため、エ

ルニーニョ現象終了後の昇温効果とラニーニャ現象が発生したことによる

影響が合わさり、北半球中緯度の気温が非常に高くなった可能性があります。 
また、北半球中緯度対流圏の気温は長期的に上昇しており、これには地球

温暖化が関係している可能性があります。 

② 日本付近は、勢力の強い太平洋高気圧の影響を受けやすくなりました。 
【要因】 

７月中頃の梅雨明け以降、日本付近の亜熱帯ジェット気流は、平年と比べ

て北寄りに位置し、太平洋高気圧が日本付近に張り出しました。また、亜熱



帯ジェット気流が日本付近でしばしば北側に蛇行し、上層のチベット高気圧

が日本付近に張り出したことに伴い、本州付近で背の高い暖かい高気圧が形

成されました。夏の後半（７月後半～８月）の日本付近での亜熱帯ジェット

気流の北偏は、インド洋の対流活動が平年より活発になったことが一因とみ

られます。また、特に８月後半から９月初めにかけての日本付近の太平洋高

気圧の強まりは、南シナ海北部からフィリピン北東の対流活動が活発になっ

たことが一因と考えられます。 

③ 冷涼なオホーツク海高気圧の影響をほとんど受けませんでした。 
【要因】 
 ６月は北日本を中心に暖かい帯状の高気圧に覆われたため、かなり高温と

なりました。例年、北・東日本がオホーツク海高気圧の影響を受けやすい夏

の前半（６月～７月前半）に、オホーツク海高気圧はほとんど形成されませ

んでした。７月後半には、一時的にオホーツク海高気圧が形成されましたが、

日本付近の亜熱帯ジェット気流が平年と比べて北寄りに位置し、また、日本

の東海上の太平洋高気圧が強かったため、北・東日本はオホーツク海高気圧

による影響をほとんど受けませんでした。 

 
第１図 2010 年夏（６～８月）の日本の極端な高温をもたらした要因の概念図  
①～③は、本文中の「２．大気の流れの特徴と要因」のそれぞれの番号に対応。 

 
３．今後の見通し 
 今後１週間も、勢力の強い太平洋高気圧の影響で全国的に気温が平年よりか

なり高く、特に、東日本から西日本では、最高気温が35℃以上の猛暑日となる

ところがある見込み。その後も９月半ばにかけて、ほぼ全国的に気温が平年よ

りかなり高い可能性が大きいでしょう。 
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